








変化の 調査 に つ い て (第 1 報)
野 路 末
吉
Stlldy of the sellsonal change of the propcrties ()f sea-Wl1te r Oll the coast of the TOyll mll Bay 
Part (l)  Sllc}'osh i NOZ1 . 
1 havc researでhed thc sCllsonal cbange of the propcrtics ()f thc sca-watcr on thc nc:xt places 
of TO}'lIJua Blly; H i mi，  Yokata， UOZll ，  Ish ida， :md Tomll ri. Tlwse plllces stand Ilppro:x imll tely 
egn i-distllnce each otber. The dlltc and timo of Sllmplin尽 Il 1'C I't difinitoly po riod of cve ry 
month IlS possihlc. Thc factors of propertios of tho 蜘a-wllter roscll l"chod Il ro spceific grllvity， 
PH， Solll rity， W Ilter temperlltu re，  its Iltom円叩heric tempertltne. 
Tho conclnsion is as folIows ; 一一ー
1) 可Jccific gravity : A priI has thc lowcst Vl1lue Ilnd Decc ml附 r has the highe弓t Vl1IIIC. 
2) Sol目 rity : A pr iI hlls thc lowcst Ilnd Dccemhc1' IlIls thc highost vl1lne. 
3) PH : Ilppro:x imlltely thc Sl1me valne Il t 1，11 thosc pll1ccs. 
4) Temperlltllr巳 of 日舵巴‘目作1ト-wate r Ilnd its n叫t(りlmoö叩江;ph巴 1'e 目 1'c thll抗色 Feht川t口1'n一1川叩l日山lIl ry has t“ho lowest vllIリ
and AlIg伊II悶8t h:目附I鴎s the high巴8抗む vnlue. T he vlllno vicwcd distinctly is appro:x i ml1tely dcfinitc. 
5) Throught ont yen r  the m伺n to mpcrtltn ro of the SCIl-wll ter 18 110ut 170C llnd of the 
目tomosphere is Ilhout 150C . 
6) Thc strOl1ffi of r ivers influcnced npon the PH of the sea-water Ilt Ishidll :md UOZlI. 
緒 論
資源 乏 し い我 国 に於て は 四 而環海の海洋資源の有効適切友利用 は最 も 重要な 問題の 1 つで あ り ，
我 々 は そ の研究調査に は 絶 え 十 尚意ぜねば な ら な い と 思 う 。 本 邦 の 製塩業 は 由 来 ， 気候風土の 関係
上， 主に瀬戸 内海前岸に限 ら れ煎教法 な る 我 国独特な方法が発達 し随っ て ， と の方商の海水 の性質
について は 可成 り 調査が行 わ れて ゐ る が 日 本海沿岸地方の そ れ に つ い て は 余 り 省 え り み ら れ て い な
い様で あ る 。 所が終戦直後は 工業塩は勿論， 食用 塩に さ え 堪だ し い棋乏を 見 ， た ま た ま 石茨の不足
と 共に 余剰電力 の利用 か ら 所謂 ， 電気製塩や 自 給製塩業が犬小 と も ど も 全 国海浜各地 に勃興 し 乱立
の f頃 向 に る っ た が何れ も 早念の設備方法に よ った も のが 多 く そ の後の経緯は御承知の如 く 現在 は そ
の大部分 は 影 そ ひ そ め た情勢で あ る 。 筆者は 昭和廿一 年 ， 台構 よ り 帰 国 した が綾地で若干 と 白方両
に も 関係 し た た め ， かか る 件に 関心 し 日 本海沿岸地方の 1 っ と し て 当 富 山 県泊岸海水 の性質につ き
調査 し た く 文部省科学研究費に よ り 首題 に つ き 昭和22年 4 月 よ り 翌四年 3 月迄の一年間， 研究 し短
期間で あった が一応衣の結論を 纏め て 之 れ を 報告す る 事に し た 。
実 験 の 都
宮 山 県 官 山 糖、沿岸線 100 粁を 大休 5 等分 し ?と 次の各海岸地域 ， 即 ち 氷 見 ， 四方， 魚津， 石 間 ， 泊
よ り 毎 月 一定 日 時の表町海水 を 採取 し ， と れ に つ き 当時の 気温 ， 71<温 ， 濃度， 水素イ オ ン 濃度 ， 比
重 ， 塩分度等 を 測定 し た。 一定 日 時 は 大体そ の 月 の20 日 正午頃 を 中 心 と し た が 多 少 D ゃ れ も あ り 特
に 冬期降積雪の時 は 止む な く 手の屈かぬ点 も あ った。 気温 ， 水温 ， 濃度比重等 は 常法に よ り 叉水素
ð5 
イ オ ン 濃度ti横川製作所製 PH ß � 夕 戸 口 り 液混 ， 室温の補足fI{( を /1 1 し ， 塩分度は モ ー ル民法に
よ り ， そ のうち-AgNOa の所要 CC ， 数及び、 ど れ に 相 当 す る 「 フ守 口 ミ ;t- J を 求め た。 次の第一表が そ
れで あ る 。 但 し本表 に は 「 プ ロ ミ ル」 は 表 わ さ 主主 かった。
更 に 第一表か ら ( 1 ) 各 月 別に 見 た木 県出岸水の性質及び、 (2) 年1m を 語 じ て 見 た各沿岸地域の海水
の性質 ， を 見 る と 第二表 及 び 第三表 と 完工 る の 即 ち
( 1 ) 月 別 に 見た本県海岸水 の性質
第 表日 比 重 | 掠 分 陵 PH | ~〉 温 | 気 温N • _，..，.1""\ \ (WO) I ( %0 )  ( 10 AN口 0 ( 1400 ) ( 00) 
4 1 . 0 156 30 . 88 8 . 71 7 . 081 14 . 4  18 
5 1 . 0218 42 . 48 11. 98 7 . 341) 15 . 4  19 . 4  
6 1 . 0226 44 . :.19 12 . 5 2  7 . 092 18 . 4  2 1 . 0  
7 1 . 0192 37 . 73 10 . 64 7 . 319 25 a 2  21号 . 6
8 1 . 0212 43 . 37 12. 23 7 . 160 28 . 2  3 2 . 2 
9 1 . 0206 42 . 91 12. 10 7 . 277 25 . 0  20. 4  
10 1 . 0218 43 . 60 12. 32 7 . 344 16 . 2  14 . 2  
11 1 . 0220 43 . 08 12 . 15 7 . 412 11 . 4  10 . 6  
12 1 . 0244 46 . 59 13 . 14 7 . 244 13 . 6  7 . 8  
1 1 . 022.1 42 . 76 12 . 06 7 . 309 12 . 2  5 . 0  
n “ 1 . 0212 41 . 49 11 . 70 7 . 400 10 . 8  2 . 4  
3 1 . 0240 41 ・ 24 13 . 04 7 . 451 11 . 6  7 . 0  
( 2 ) 年聞 を 過 ヒ て 見 k 各地域海水の性質
第 表防\1 比 重 協 分 度( 1400) C %。り ( E  AgNOa) PH ( 1400) ! 水 溢 | 気 混( 00) I ( 00 )  
氷 1 . 0242 47 . 12 13 . 29 7 . 299 17 . 08 15 . 3  
問 1. 0215 43 . 83 12 . 3 '  6 . 990 1 7 . 08 1ð . 4  
魚 1 . 0190 36 . 3 1  10 . 24 7 . 470 17 . 16 15 . 1  
石 回 1 . 0206 40. 92 11. 54 7 . 420 17 . 16 15 . 1  
泊 1. 0215 42 . 62 12 . 02 7 ・ 240 [ 17. 16 15 . 2  
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以上の結果 よ り 僅か 一 年間で あ る が本県指岸海水の性質 を 見 る と 次の 様で あ る 。
( イ } 捜度 (比重) は 月 別で見 る と 4 月 が最低で あ り 12 月 が最高で あ る 。 地域別に は氷見が最高で
あ り 魚津が最低で あ る 。
( ロ ) 塩分度は 月 別 i'Z: 見 て 4 月 が最低で あ !J 12 月 が最高で る る 白 地域別 に は氷見が最高でる り 魚浄
が最低で あ る 。 確か に 比重 と 塩分度は比例 し て ゐ る 。
(ハ) 水素 イ オ ン 議度 は 月 別に地域別に 大体一定 し て ゐ る が地域別で は 四方が多少低 〈 石 田 が 若
子， 高 い。
( ;:::. ) 71<温 ， 気温は 月 別 花 見 て 2 月 が最低で あ り 8 月 が最高で あ る 。 地域別に は 変 り が な い。
( ホ ) 年聞 を 通 じ て本県海域の平均水温 は 170C辺で あ り 平均気温 は 150C辺で あ る 。
(へ} 河川 0影響が石 田 ， 魚涼地方 に あ ら b れ て ゐ る 。
